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（理論的には）反植民地保持を喧伝した J. S. ミル
および G. ベンサムの「干渉論」や、後半部で取

























































































































































































































































































(3)　N. Ferguson, Empire: How Britain Made the Modern World, 
141書評
London, Allen Lane, 2003; do. Colossus: the Rise and Fall of the 
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ル、そしてホブスン」『アジア・アフリカ研究』第 49 巻 2 号、
2-20 頁。
(9)　ホブスンが例に挙げたコンゴ改革運動は、コンゴ自由
国におけるアフリカ人への権利侵害を、西洋同様の所有権
概念が彼らにも存在すると訴えたことから始まった。した
がって竹内は、現地の文化や伝統を尊重しながら間接的統
治を志向した「帝国主義者」としながら、それを「イギリ
ス的性格の最善の面」（237 頁）が表出した例とする。
(10)　その結果として、オーウェルはインドの独立に「日
本等からの征服を招く」として反対した。
（宗村敦子）
